
国立音楽大学附属図書館寄贈
竹内道敬旧蔵音盤目録（４）

飯　島　　　満

東京文化財研究所芸能部（現・無形文化遺産部）は、平成13年５月７日、国立音楽大学附属図書館

が保管していた竹内道敬氏旧蔵のレコードおよびオープンリールテープ（以下「竹内コレクション」）

を、旧蔵者のご諒承の下、同図書館より研究資料としてご寄贈いただいた。凡その規模は、レコード

約2700枚、オープンテープ約500本に及ぶ。

平成17年度に「竹内コレクション」の受け入れ手続きが完了したことを受け、無形文化遺産部では、

その具体的な内容を目録の形で順次報告することとなった。本号で所蔵を公開するのは、「竹内コレ

クション」の中では収集規模の上からも、比較的目立たない分野、声明、義太夫節、琉球音楽ほかの

音盤、約200枚である。

今回の目録の中で、東京文化財研究所所蔵SPの欠を補う分野となるのは沖縄音楽（琉球古典）であ

る。戦前に吹き込まれた沖縄音楽（琉球古典・民謡）のSPについては、相当数がコロムビア『SP盤

復元による沖縄音楽の精髄』上・下（CD全４枚）に収録されている。本目録掲載の沖縄音楽SPは、

おそらく戦後の録音であり、このCD集成に収められているものはない。加えて、「竹内コレクション」

の沖縄音楽音盤は、分量的に大部なものではないが、屋嘉宗勝（1955年発足の野村流古典音楽保存会

初代会長）のSPなど、全てがテスト盤となっている。やはりコロムビアからCDで再発売された『沖

縄音楽総攬』（CD全16枚）にも、これらの録音は収められおらず、実際に市販されたことがあったの

かについては、現在調査中である。沖縄音楽SPのディスコグラフィーに関しても、寡聞にしてその存

在を把握していない。大方のご教示を仰ぐ次第である。

当研究所の音盤目録は、かつては全てＡ５版の冊子で刊行されていた。報告書の規格がＡ４版に変

更されたことから、音盤目録を報告書へ掲載する場合、既成の書式をそのまま用いることができなく

なった。本報告書では従来の書式を踏襲する形で作成したため、目録部分の組版はいささか変則的な

ものとなっている。前号同様、ご了解いただきたい。

凡　例

１．目録の配列は、本研究所無形文化遺産部が所蔵するSPレコード、安原コレクションの『音盤目録』

Ⅰ～Ⅳの整理法に則り、音盤分類、題名、主奏演者（五十音順）の順序にしたがった。

２．音盤の分類は、本研究所無形文化遺産部の「DVD・CD・ビデオ分類体系」に拠った。

この分類体系については、参考までに、関連箇所を凡例の後に抄出してある。
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３．題名番号欄・題名欄・奏演者欄・レーベル欄・整理番号欄・詞章欄・音盤番号欄・備考欄を設け

た。

a 題名欄

¡．題紙の記載にかかわりなく統一題名を用いたが、必要に応じて題紙の表記を【 】で補った

™．題名は現行の奏演題名を基準として定めた。

b 奏演者欄

¡．奏演者名で、代数の明らかなものは、ローマ数字で注記した。

™．奏演上の役割については、次のような略号で頭記した。

浄＝浄瑠璃　　三＝三味線　　上＝上調子　　等

c レーベル欄

¡．レーベル名は、アルファベット表記されているものは、それを採用した。

™．レーベル名未記載あるいは未詳の音盤は、「──」で示した。

£．テスト盤等の手書ラベルは、「✓」で示した。

¢．題紙の地色を下記の色名を用いて示した。

白・黄・赤・紫・青・緑・黒

ただし、地色に二色以上用いているものは「多色」とした。

d 整理番号欄

本研究所無形文化遺産部の音盤収蔵棚の通し番号に基く整理番号を記入した。

なお、音盤の両面に録音されている場合は、表面をA、裏面をB としている。

e 詞章欄

¡．面の順にa s と頭記した。欠面のある場合は（＊）で示した。

™．試聴可能な面は全て通針し、各面冒頭の七・五音節分程度の詞章を記入した。欠面の場合は、

「……」と記入した。

f 音盤番号欄

¡．題紙記載番号のうち、発行番号を記入する。

™．題紙あるいは盤面に刻まれた番号のうち、製作番号を発行番号に続けて（ ）内に記入し

た。

£．二種類以上の番号がある場合は、主要なものを記入した。

¢．発行番号または製作番号がない音盤は、「──」で示した。

g 備考欄

¡．同種音盤との相互関係を、下記の記号と本研究所無形文化遺産部の音盤整理番号を用いて示

した。

≡　全く同じ音盤

＝　同原盤の異版または異装

≒　同音源の別原版

⇔　異版・異装を含め、欠面を補い得るもの

198



これらが複数面にわたる場合は、その最初の整理番号のみを〔 〕に掲げることとした。

™．盤面の破損状態を下記の記号を用いて記入した。

盤の縁が欠けているもの

盤がひび割れているもの

盤が割れているもの

£．その他、必要と思われる事項を記入した。

４．その他の細部については、本研究所の音盤カード記入規程ならびに細則に準拠した。

目録作成協力　　仁尾洋子

○ × 

○ 

○ －
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［Summary］

Inventory of Records
Formerly in the Collection of TAKEUCHI Michitaka

and Donated by Kunitachi College of Music Library (4)

IIJIMA Mitsuru

Approximately 2,700 records formerly owned by TAKEUCHI Michitaka, an expert in the study

of Japanese music of the Edo period, were donated for research to the Department of Performing

Arts, now the Department of Intangible Cultural Heritage, of the National Research Institute for

Cultural Properties, Tokyo through the courtesy of Kunitachi College of Music.

In the fourth phase of the project, an inventory of approximately 200 78-rpm records of

shomyo, gidayu-bushi, Ryukyu-ongaku and others was made. These are very valuable as research

materials since records that were not in the collection of the Institute are included among them.
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